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議
会
機
能
の

　
　
　
向
上
を
目
指
し
て

議
長
　

　
辻
本
　
一
夫

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
年
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
無
観
客
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、外
出
自
粛
や
マ
ス
ク
の
着
用
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
徹
底
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
・
リ
モ
ー
ト
授
業
な

ど
、
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
も
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。

　
議
会
で
も
会
期
の
短
縮
や
一
般
質
問

の
時
間
縮
小
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染

防
止
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
議
会
の
在

り
方
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
私
も
昨
年
５
月
よ
り
議
長
の
職
を

任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
今
年
は
過

去
や
固
定
観
念
に
ト・

・ラ
（
寅
）
わ
れ
ず
、

積
極
的
に
ト・

・ラ
（
寅
）
イ
す
る
１
年
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
、
皆
さ
ま

の
安
全
・
安
心
を
願
い
な
が
ら
、
計
画

推
進
中
の
「
芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー
港
化
」

や
「
議
会
機
能
の
向
上
」
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

任期あと約　年！　 ラストスパート

川
上
　
誠
一

持続可能な地域づくり

のため、ジェンダーと

気候危機打開は喫緊の

課題。地球温暖化を止

め、宝の海を守ろう！

ＳＤＧｓ推進の

町をめざす

小
田
　
武
人

町民一人一人の声を町

政に反映させるために

も、本会議や委員会で

慎重審議し、町民の

負託に応えたいです。

町民の

声を町政に

妹
川
　
征
男

対策次第で温暖化を食

い止めることができま

す。未来の世代のため

にライフスタイルの見

直しを始めましょう。

ストップ・ザ・

地球温暖化！

本年は寅年。

虎は一夜に千里を走り

ます。私も今年は議会

活動の集大成です。

獅子奮迅で

がんばるぞ！

内
海
　
猛
年

健康は宝物。

コロナ感染症の一日

でも早い終息を願い、

町民の生活向上に最後

まで努力します。

至
しせいいっかん

誠一貫！
（最後まで誠意を貫き通す）

松
岡
　
泉 人と人の繋がりを大事

に、困っている人に手

を差しのべ、小さな声

に耳を傾けて、全力で

頑張ります。

力を合わせて

国難に打ち勝つ

横
尾
　
武
志

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ②令和 4年 2月 25 日　第 212 号



新年のあいさつ・抱負

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
年
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
無
観
客
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、外
出
自
粛
や
マ
ス
ク
の
着
用
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
徹
底
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
・
リ
モ
ー
ト
授
業
な

ど
、
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
も
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。

　
議
会
で
も
会
期
の
短
縮
や
一
般
質
問

の
時
間
縮
小
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染

防
止
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
議
会
の
在

り
方
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
私
も
昨
年
５
月
よ
り
議
長
の
職
を

任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
今
年
は
過

去
や
固
定
観
念
に
ト・

・ラ
（
寅
）
わ
れ
ず
、

積
極
的
に
ト・

・ラ
（
寅
）
イ
す
る
１
年
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
、
皆
さ
ま

の
安
全
・
安
心
を
願
い
な
が
ら
、
計
画

推
進
中
の
「
芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー
港
化
」

や
「
議
会
機
能
の
向
上
」
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

任期あと約　年！　 ラストスパート１

本
田
　
浩 コロナ禍で人との距離

はソーシャルディスタ

ンスですが、寄り添う

心は身近に、誠実と行

動力で地域と共に。

コロナ禍も寄り

添い地域と共に

信
国
　
浩 「芦屋の子どもは芦屋

で育てる」立派に育っ

た子どもたち！働く場

所も確保して、芦屋の

未来を育てましょう！

共に育む

芦屋のみらい

萩
原
　
洋
子

初志貫徹。この３年を

振り返り、未だ果たせ

ていない公約の達成を

目指し、残り１年さら

にまい進します。

公約の達成を

目指して

長
島
　
毅 時代にピントを合わせ

個性を活かし、

ブレずに動く。

芦屋町の魅力を世界

に！！

人に町に心に

寄り添う

中
西
　
智
昭

コロナの影響を受

けた産業・商工業

者の意見に耳を傾

け、早い景気回復

に取り組みます。

得意分野を

活かして

古長撓男さん

各自が掲げた選挙公約を

あと１年で実現するか、

少しでも近づけるよう

努力してもらいたいです。

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

頑張ってほし

いっちゃ

何か望むことは

ありますか？

議会だよりあしや③ 令和 4年 2月 25 日　第 212 号



資格取得に挑戦し
ます。
絶対合格するぞ！

今年の抱負を教えて
ください。

一言インタビュー

N.M さん (35 歳 )

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に

開
催
す
る
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
の
補
償
に
対
し
て
は
、国
の
疾
病
・

障
害
認
定
審
査
会
に
諮
問
さ
れ
る
。

そ
の
最
初
の
調
査
を
町
が
設
置
す
る

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
が

行
う
こ
と
に
な
る
。

１
、２
回
目
の
と
き
の
よ
う
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
優
先
順
位

は
あ
る
の
か
。

今
回
、
特
段
の
優
先
順
位
は

つ
け
て
い
な
い
が
、
１
、
２
回

目
接
種
の
際
に
優
先
順
位
を
つ
け
て

い
た
た
め
、
３
回
目
接
種
は
お
の
ず

と
そ
の
順
番
に
な
る
。

国
で
は
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

対
象
は
２
回
目
接
種
か
ら
６

カ
月
か
８
カ
月
か
」
と
論
議
さ
れ
て

い
る
。
町
は
ど
う
な
る
の
か
。

国
の
方
針
は
原
則
８
カ
月
だ

が
、
医
療
従
事
者
や
施
設
入

所
者
な
ど
は
６
カ
月
に
短
縮
し
、
そ

の
他
の
高
齢
者
も
令
和
４
年
２
月
以

降
、
７
カ
月
に
短
縮
す
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
町
も
そ
の
方
向
で
調
整

し
て
い
る
。

国
か
ら
入
っ
て
く
る
ワ
ク
チ

ン
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
６
、
モ
デ

ル
ナ
４
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
が
、

住
民
に
選
ん
で
も
ら
う
の
か
。

接
種
日
ご
と
に
ワ
ク
チ
ン
が
異

な
る
の
で
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
か
モ

デ
ル
ナ
か
を
選
ん
で
も
ら
う
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株 

撃
退
へ
！

～
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
算
を
計
上
～

　
11
月
臨
時
会
・
12
月
定
例
会

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
で 

７
７
２
１
万
円 

の 

増
額
補
正

問答問答

問答 答 問

前回の医療従事者ワクチン接種の様子

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ④令和 4年 2月 25 日　第 212 号



町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

S.Aさん（67歳）

美味しい野菜を作り、
皆さんに届け、笑顔を
肴にチョッピリ飲む！

前
回
は
全
員
フ
ァ
イ
ザ
ー
を

接
種
し
て
い
る
た
め
、
今
回

も
フ
ァ
イ
ザ
ー
を
希
望
す
る
人
が
多

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
、
接

種
期
間
が
延
び
る
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

厚
生
労
働
省
の
資
料
に
は
、

３
回
目
に
モ
デ
ル
ナ
製
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
交
互
接
種
で
も
、

接
種
後
の
痛
み
や
疲
労
、
頭
痛
、
発

熱
な
ど
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
ワ
ク
チ
ン

と
大
き
な
差
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
抗
体
の
増
え
方
も

良
好
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
３
回
目
の
接
種
が
遅
れ
れ
ば
抗
体

価
が
低
下
し
、
感
染
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
た
め
、
接
種
を
希
望
す
る
人

は
正
し
い
情
報
を
得
て
ワ
ク
チ
ン
を

選
び
、
接
種
時
期
が
来
た
ら
早
め
に

接
種
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問回目
ワクチン接種をどう思う？
３

町の人の考えを聞いてみました。

答

中西さおりさん

M.Sさん（14歳）

規則正しい生活を
送ります！

３回目の接種はモデルナの交

互接種になったとしても、接

種を希望したいと思います。

大古忠信さん

介護関係の仕事をしており、３回目

はファイザーのワクチンを接種しま

した。２回目接種よりも副反応（脇

などの痛み）が長く続いた気がしま

す。これで感染しなければいいなと

思います。

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや⑤ 令和 4年 2月 25 日　第 212 号



トラのように毎日突き進
んで、超ハッピーな１年
にします。

今年の抱負を教えて
ください。

一言インタビュー

H.Kさん（16歳）

補正のあった歳出の主な内容（コロナワクチン接種以外） 補正額

　老朽危険家屋等解体補助金
　　危険家屋などの解体工事費に対する補助金で、100 万円を

　　限度に工事費の２分の１を補助
３００万円

　園芸品目生産緊急支援事業費補助金
　　コロナ感染症の拡大により価格低下の影響を受けた野菜など

　　を作付けする農家への補助金
３７万円

　創業等促進支援事業補助金
　　中小企業の新たな事業の創出を応援するための補助金で、
　　経費の２分の１を補助（最大 200 万円）

１６１万円

　自治体検診データ標準化対応業務委託
　　検診データとマイナンバーをリンクさせるための業務委託

ー

　児童手当システム改修業務委託
　　児童手当の現況届廃止など制度改正に伴うシステム改修

ー

※委託料は金額の公表を行っていません。（1万円以下は切り捨て）

住
民
目
線
の
補
助
金
体
制

12
定例会
月

老
朽
危
険
家
屋
等
解
体
補
助

金
の
補
正
内
容
は
。

補
助
対
象
と
な
っ
た
補
助
額

の
合
計
が
１
６
０
０
万
円

を
超
え
る
状
況
に
な
っ
た
た
め
、

３
０
０
万
円
を
増
額
補
正
す
る
。

　
今
後
は
解
体
後
の
現
地
調
査
を

行
う
。当

初
、
対
象
は
居
宅
の
み
だ
っ

た
が
店
舗
も
対
象
に
な
っ
た
。

倉
庫
な
ど
も
対
象
に
な
る
の
か
。

母
屋
の
付
属
的
な
倉
庫
は

対
象
に
な
ら
な
い
が
、
全
く

独
立
し
た
倉
庫
は
対
象
と
な
る
。

老
朽
危
険
家
屋
等
解
体
補
助

金
は
当
初
１
０
０
０
万
円
計

上
し
、
９
月
補
正
で
５
０
０
万
円
、

今
回
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。
９
月
の
時
点
で
見
通
せ
な
か
っ

た
の
か
。
見
込
み
が
甘
い
の
で
は
な

い
か
。現

況
調
査
後
に
補
助
金
申
請

と
な
る
が
、
調
査
を
行
っ
て

も
申
請
を
し
な
い
人
が
い
る
た
め
見

込
み
が
立
ち
に
く
い
。

問答問答

問答

12 月 9 日～ 20 日

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
以
外 

に
も

　
　

12
月
定
例
会
は
一
般
会
計
で 

２
億
６
２
６
３
万
円 

の 

増
額
補
正

◆
老
朽
危
険
家
屋
等
解
体
補
助
金

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ⑥令和 4年 2月 25 日　第 212 号



園
芸
品
目
生
産
緊
急
支
援
事

業
費
補
助
金
の
内
容
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
で
、
令
和
３
年
１
月

か
ら
３
月
に
価
格
低
下
の
影
響
を
受

け
た
野
菜
の
作
付
け
に
必
要
な
種
苗

費
や
生
産
資
材
費
な
ど
、
農
業
者
の

経
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
県
が

支
援
す
る
事
業
で
あ
る
。

国
の
補
助
事
業
の
対
象
品
目

が
変
更
さ
れ
、
県
独
自
の
補

助
事
業
が
導
入
さ
れ
た
が
、
野
菜
の

補
助
金
が
10
ア
ー
ル
当
た
り
国
は

５
万
円
で
あ
っ
た
が
、
県
は
品
目
に

よ
り
６
０
０
０
円
～
４
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
農
家
は
補
助
事
業
が
少
な

い
た
め
、
不
足
分
を
町
が
補
助
す
る

こ
と
は
検
討
し
た
の
か
。

県
が
行
う
補
助
事
業
に
対
応

す
る
た
め
の
予
算
計
上
を

行
っ
た
の
で
、
今
回
の
事
業
に
対

す
る
上
乗
せ
な
ど
は
予
定
し
て
い

な
い
。

問

答

答問

学校給食用のねぎを収穫している重岡秀司さん

◆
野
菜
生
産
者
へ
の
支
援
事
業

注
１

※注１：10 アール
　  １アール＝１００平方メートル

　10アール＝１０００平方メートル

今
年
度
、
創
業
等
促
進
支
援

事
業
の
対
象
７
件
の
う
ち
、

正
門
通
り
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て

い
る
の
は
１
件
で
あ
っ
た
。
空
き
店

舗
の
活
用
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

今
後
、
空
き
店
舗
の
情
報
を

取
り
ま
と
め
、
商
工
会
と
「
空

き
店
舗
バ
ン
ク
」
の
開
設
な
ど
を
協

議
し
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
検
診
が
結

び
付
く
と
あ
る
が
、
ど
う
い
っ

た
内
容
な
の
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
ひ
も
付
け

す
る
こ
と
で
自
治
体
間
で
の

情
報
共
有
が
で
き
、
受
診
者
が
自
分

の
情
報
を
閲
覧
で
き
る
。

自
治
体
間
と
の
情
報
共
有
と

は
何
か
。

住
民
が
町
外
に
転
出
し
た
際
、

そ
の
検
診
情
報
を
一
元
管
理

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
転
出
先
の

自
治
体
が
情
報
を
管
理
し
や
す
く

な
る
。

問答

問答 問

空き店舗がある正門通りの商店街

N.Rさん（33歳）

今年こそは目標を決
め、目標に向かって
進みます。

◆
新
規
事
業
者
へ
の

　

開
業
支
援

◆
自
治
体
検
診
デ
ー
タ

　

の
情
報
共
有

答

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや⑦ 令和 4年 2月 25 日　第 212 号



健康が一番。
食事に留意し、体調管理
に気を付けます。

今年の抱負を教えて
ください。

一言インタビュー

S.K さん（53歳）

農
業
用
水
路
埋
め
立
て
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
決
議

提

出

者

：
妹
川
　
征
男
議
員

賛

成

者

：
川
上
　
誠
一
議
員

賛

成

者

：
信
国
　
　
浩
議
員

提
案
理
由

　
14
年
前
、
山
鹿
地
区
の
農
業
用
水

路
が
町
に
無
断
で
埋
め
立
て
ら
れ
た

が
、
町
は
管
理
責
任
が
あ
る
の
に
長

年
放
置
し
て
い
た
。
ま
た
本
案
件
で

被
害
に
遭
っ
た
町
民
か
ら
の
相
談
に

も
、
行
政
が
取
る
べ
き
対
応
の
不
手

際
も
問
題
で
あ
っ
た
。
多
く
の
水
路

が
現
存
す
る
中
で
、
管
理
体
制
と
責

任
の
所
在
を
明
確
に
し
、
再
発
の
未

然
防
止
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
民
の
代
表

機
関
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発

揮
し
、
客
観
性
・
透
明
性
を
も
っ
て

本
案
件
を
調
査
・
検
証
し
、
再
発
防

止
策
を
行
政
に
提
言
す
る
こ
と
を
目

的
に
特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る

決
議
を
提
案
す
る
。

◆
特
別
委
員
会
の
名
称

　
農
業
用
水
路
埋
め
立
て
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員
会

◆
委
員
構
成

　
芦
屋
町
議
会
全
議
員
（
12
人
）

◆
付
議
事
件

　
町
民
か
ら
負
託
さ
れ
た
重
要
な
資

　
産
で
あ
る
町
有
財
産
の
管
理
責
任

　
を
明
ら
か
に
し
、
有
効
な
対
応
策

　
と
再
発
防
止
策
を
行
政
に
提
言
す

　
る
こ
と

◆
審
査
期
間

　
調
査
終
了
ま
で

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
内
海
　
猛
年
議
員

　
妹
川
議
員
の
一
般
質
問
に
お
け
る

農
業
用
水
路
の
機
能
は
、
田
を
宅
地
に

転
用
さ
れ
た
時
点
で
消
滅
し
て
い
る
。

特
別
委
員
会
設
置
条
件
は
①
複
雑
で

重
要
な
場
合
、
②
２
つ
以
上
の
委
員

会
に
わ
た
り
１
つ
の
委
員
会
に
所
属

で
き
な
い
場
合
、
③
所
属
の
委
員
会

が
明
確
で
な
い
場
合
で
あ
る
。
再
発

防
止
の
た
め
町
内
の
農
業
用
水
路
の

調
査
・
検
証
す
る
特
別
委
員
会
の
設

置
を
求
め
て
い
る
が
、
①
農
業
者
か

ら
問
題
提
起
も
な
く
、
調
査
内
容
が

不
明
確
で
あ
る
。
②
農
業
用
水
路
は

民
生
文
教
委
員
会
の
所
管
で
、
必
要

で
あ
れ
ば
調
査
可
能
で
あ
る
。
よ
っ

て
特
別
委
員
会
設
置
の
必
要
は
な
い
。

原
因
を
明
ら
か
に
し
、

再
発
を
防
止
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
川
上
　
誠
一
議
員

　
こ
の
事
案
は
、
14
年
前
に
町
へ
届

け
出
が
な
く
行
わ
れ
た
も
の
で
、
町

に
瑕
疵
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
用

悪
水
路
は
「
公
の
営
造
物
」
で
、
町

は
管
理
責
任
と
土
地
工
作
物
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
る
。「
知
ら
な
か
っ
た

か
ら
責
任
は
な
い
」
で
は
通
ら
な
い
。

　
14
年
間
も
把
握
で
き
ず
責
任
を
果

た
せ
な
か
っ
た
原
因
の
１
つ
に
行
政

改
革
の
職
員
削
減
と
非
正
規
雇
用
へ

の
職
員
の
転
換
が
あ
る
と
考
え
る
。

「
町
有
地
の
埋
め
立
て
と
工
作
物
が

設
置
さ
れ
た
こ
と
を
な
ぜ
把
握
で
き

な
か
っ
た
の
か
」
そ
の
原
因
を
明
ら

か
に
し
、
再
発
を
防
止
す
る
た
め
特

別
委
員
会
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
特
別
委
員
会

設
置
の
例
に
当
た
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
萩
原
　
洋
子
議
員

　
特
別
委
員
会
と
は
特
定
事
件
を
審

査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会

で
あ
る
。
付
託
す
る
こ
と
の
で
き
る

事
件
の
具
体
的
な
基
準
は
定
め
ら
れ

て
い
な
い
が
、
設
置
さ
れ
る
場
合
は

①
２
つ
以
上
の
常
任
委
員
会
に
ま
た

が
る
も
の
、
②
事
件
が
重
要
で
あ
っ

て
１
つ
の
常
任
委
員
会
の
負
担
を
超

え
る
も
の
、③
議
員
の
資
格
や
懲
罰
、

特
殊
な
事
件
な
ど
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
事
件

は
そ
れ
ら
の
設
置
例
に
当
た
ら
な
い

と
考
え
る
。
よ
っ
て
私
は
、
調
査
特

別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
理
由
が
認

め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
た
め
、
こ
の

決
議
に
反
対
す
る
。

調
査
内
容
が
不
明
確
で

設
置
基
準
に
当
た
ら
な
い

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

賛成少
数で

否  決

賛成３
反対８

議会だよりあしや ⑧令和 4年 2月 25 日　第 212 号



提
案
理
由

　
14
年
前
、
山
鹿
地
区
の
農
業
用
水

路
が
町
に
無
断
で
埋
め
立
て
ら
れ
た

が
、
町
は
管
理
責
任
が
あ
る
の
に
長

年
放
置
し
て
い
た
。
ま
た
本
案
件
で

被
害
に
遭
っ
た
町
民
か
ら
の
相
談
に

も
、
行
政
が
取
る
べ
き
対
応
の
不
手

際
も
問
題
で
あ
っ
た
。
多
く
の
水
路

が
現
存
す
る
中
で
、
管
理
体
制
と
責

任
の
所
在
を
明
確
に
し
、
再
発
の
未

然
防
止
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
民
の
代
表

機
関
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発

揮
し
、
客
観
性
・
透
明
性
を
も
っ
て

本
案
件
を
調
査
・
検
証
し
、
再
発
防

止
策
を
行
政
に
提
言
す
る
こ
と
を
目

的
に
特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る

決
議
を
提
案
す
る
。

◆
特
別
委
員
会
の
名
称

　
農
業
用
水
路
埋
め
立
て
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員
会

◆
委
員
構
成

　
芦
屋
町
議
会
全
議
員
（
12
人
）

◆
付
議
事
件

　
町
民
か
ら
負
託
さ
れ
た
重
要
な
資

　
産
で
あ
る
町
有
財
産
の
管
理
責
任

　
を
明
ら
か
に
し
、
有
効
な
対
応
策

　
と
再
発
防
止
策
を
行
政
に
提
言
す

　
る
こ
と

◆
審
査
期
間

　
調
査
終
了
ま
で

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

人
的
労
力
や
経
費
を
使
用

す
る
の
は
不
適
当

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
泉
議
員

　
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は

根
拠
と
な
る
設
置
条
例
は
な
い
が
、

「
地
方
議
会
運
営
事
典
」
や
「
議
会

運
営
の
実
務
」
な
ど
に
参
考
と
な
る

記
載
が
あ
る
。
議
会
運
営
に
当
た
っ

て
は
規
則
な
ど
に
基
づ
い
て
行
う
べ

き
で
あ
り
、
今
回
の
事
案
に
つ
い
て

は
こ
れ
ら
に
示
さ
れ
た
特
別
委
員
会

設
置
基
準
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。

　
ま
た
、
農
業
用
水
路
埋
め
立
て
調

査
に
つ
い
て
は
、
農
業
関
係
者
か
ら

の
提
訴
も
な
い
中
で
人
的
労
力
や
経

費
を
使
用
す
る
の
は
不
適
当
で
、
調

査
の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
る
。

　
以
上
の
観
点
か
ら
、
本
決
議
に
は

反
対
す
る
。

再
発
防
止
の
た
め

管
理
体
制
の
調
査
研
究
を

　
　
　
　
　
　
　
　
信
国
　
浩
議
員

　
事
の
発
端
に
か
か
わ
ら
ず
町
有
地

の
維
持
管
理
が
長
年
未
実
施
だ
っ

た
こ
と
は
、
由
々
し
き
問
題
で
あ

る
。
こ
の
他
に
も
同
様
の
町
有
地
が

３
０
０
カ
所
以
上
あ
り
、
定
期
的
に

維
持
管
理
す
る
こ
と
は
大
変
だ
と
は

思
う
が
、
管
理
責
任
が
町
に
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
町
民
か

ら
の
相
談
に
は
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
は
大
切
な

責
務
で
あ
り
、
途
中
経
過
を
伝
え
る

こ
と
は
町
民
の
不
安
を
取
り
除
き
、

安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
の
た
め
に

も
至
極
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
再
発
防
止
の
観
点
か
ら

管
理
体
制
の
調
査
検
討
を
求
め
る
。

ま
ず
謝
罪
す
る
こ
と
が

筋
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
横
尾
　
武
志
議
員

　
こ
の
案
件
は
先
の
全
員
協
議
会

で
、「
民
と
民
の
話
で
あ
り
、
官
と

民
の
話
で
は
な
い
」
と
結
論
が
出
て

お
り
、
議
会
広
報
紙
に
一
般
質
問
は

掲
載
し
な
い
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
提
出
者
は
そ
の

こ
と
を
謝
罪
す
る
か
と
思
え
ば
、
火

に
油
を
注
ぐ
よ
う
な
特
別
委
員
会
の

設
置
を
申
し
出
て
い
る
。
ま
ず
は
、

9
月
定
例
会
で
の
一
般
質
問
を
謝
罪

す
る
の
が
筋
で
は
な
い
か
。

　
特
別
委
員
会
の
設
置
も
設
置
基
準

に
当
た
ら
な
い
。
何
で
も
か
ん
で
も

チ
ェ
ッ
ク
機
関
だ
か
ら
し
て
い
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
胸
に
手
を
当

て
、議
員
の
資
質
を
考
え
る
べ
き
だ
。

S.Mさん（18歳）

社会人として自覚を
持ち、自立します！

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや⑨ 令和 4年 2月 25 日　第 212 号



　
給
付
は
高
齢
者
中
心
、
負
担
は
現

役
世
代
中
心
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
社

会
保
障
の
構
造
を
見
直
し
、「
全
世

代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
」
を
構

築
す
る
た
め
の
改
正
で
、
国
民
健
康

保
険
税
で
は
、
未
就
学
児
１
人
当
た

り
の
均
等
割
額
を
５
割
軽
減
す
る
。

税
条
例
を
改
正
す
る
に
至
っ

た
背
景
は
。

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
改
正
す
る
。

対
象
未
就
学
児
の
数
と
減
額

に
よ
る
町
の
負
担
額
は
。

80
人
程
度
で
60
万
円
の
減

額
を
見
込
み
、
町
の
負
担

は
４
分
の
１
と
な
る
。

　
産
科
医
療
補
償
制
度
が
見
直
さ
れ

た
た
め
、
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る

出
産
一
時
金
の
支
給
額
を
改
定
す
る
。

産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
。

分ぶ
ん
べ
ん娩
に
関
連
し
て
発
症
し
た

重
度
脳
性
麻ま

ひ痺
の
子
ど
も
と

家
族
の
経
済
的
負
担
を
速
や
か
に
補

償
す
る
制
度
で
あ
る
。
補
償
対
象

と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
一
時
金

６
０
０
万
円
と
分
割
金
２
４
０
０
万

円
が
支
給
さ
れ
る
。

現
在
、
出
産
一
時
金
と
し
て

支
給
さ
れ
て
い
る
42
万
円
に

変
更
は
あ
る
の
か
。

出
産
一
時
金
の
総
額
42
万
円

は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
内
訳

が
変
更
さ
れ
た
。

問答

産
科
医
療
補
償
制
度
見
直
し

で
国
民
健
康
保
険
条
例
改
正

問答

問答問答

周りの人に迷惑をかけ
ず、自立した女性にな
ります！

今年の抱負を教えて
ください。

一言インタビュー

Y.Rさん（18歳）

現
役
世
代
負
担
軽
減
の
た
め

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ⑩令和 4年 2月 25 日　第 212 号

国
の
支
援
で
子
育
て
世
帯
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
み
や
す
く

元気に縄とびで遊ぶ山鹿小学校の児童



　議案の賛否を掲載しています。
　※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。

　　ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

12月定例会の議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対 を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
小
田
川
上
横
尾
辻
本

芦屋町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

芦屋町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

芦屋町地域公共交通会議設置条例及び芦屋町バス交通
推進協議会設置条例を廃止する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

令和３年度芦屋町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

令和３年度芦屋町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

令和３年度芦屋町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

令和３年度芦屋町給食センター特別会計補正予算
（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

農業用水路埋め立てに関する調査特別委員会の設置を
求める決議 × × × × ○ × × ○ × ○ × ー ３ ８ 否決

令和３年度芦屋町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

11月臨時会の議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対 を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
小
田
川
上
横
尾
辻
本

令和３年度芦屋町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

令和３年度芦屋町給食センター特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

M.Sさん（45歳）

お正月のお餅の分も含
め、まとめてダイエッ
トに成功します！

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや⑪ 令和 4年 2月 25 日　第 212 号



町政を問う

ページ 質問議員 質問事項

13 松岡 　泉 ◎子どもの健全な育成のための環境づくり

14 本田 　浩
◎戸別受信機の配布状況・活用

◎防災士資格取得状況

15 萩原 洋子
◎飼い主のいない猫

◎子どもの居場所

16 川上 誠一
◎子ども医療費の拡充

◎地球温暖化対策

17 長島 　毅
◎将来 (with コロナ ) を見据えた観光振興

◎将来を見据えた商工業の支援と振興

18 妹川 征男
◎子どもの未来のための環境対策

◎ＳＤＧｓ

　12 月 10 日に６人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの所信

を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

　議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。

一般質問
一般質問会議録

　※妹川議員の 9月定例会での一般質問の掲載は議会だより第２１１号で保留とお知らせし
　　ておりましたが、11月16日の全員協議会において今後も掲載しないことが決まりました。

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ⑫令和 4年 2月 25 日　第 212 号



６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２
０
２
０
年
に
全
国
で
自
殺

し
た
児
童
生
徒
の
数
は
、
前

年
比
で
約
４
割
増
の
４
７
９
人
に

上
っ
た
。
児
童
虐
待
、
不
登
校
や
い

じ
め
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
健
全

な
育
成
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

町
は
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

社
会
問
題
と
し
て
、
深
刻
に

捉
え
て
い
る
。

い
じ
め
や
不
登
校
の
状
況
と

そ
れ
ら
の
具
体
的
な
対
応
を

町
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

令
和
２
年
度
の
い
じ
め
の
発

生
件
数
は
６
件
と
、
前
年
度

よ
り
２
件
減
っ
て
い
る
。
不
登
校
者

数
は
17
人
で
前
年
度
と
同
数
で
あ
る

が
、
不
登
校
の
兆
候
が
あ
る
児
童
生

徒
は
23
人
と
、
前
年
度
よ
り
12
人
増

え
て
い
る
。
各
学
校
で
は
、
教
職
員

が
児
童
生
徒
の
内
な
る
思
い
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
対
応

に
努
め
て
い
る
。主
な
取
り
組
み
は
、

①
電
話
に
よ
る
児
童
生
徒
の
状
況
確

認
、
②
定
期
的
な
、
い
じ
め
や
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
③
学
級
担
任
に

よ
る
教
育
相
談
の
３
点
で
あ
る
。 

わ
が
国
は
１
９
９
４
年
に
子

ど
も
の
権
利
条
約
を
批
准
し

て
い
る
。
し
か
し
、
有
識
者
か
ら
は

「
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
し
促
進
す

る
た
め
に
は
、
法
的
・
制
度
的
整
備

の
根
拠
と
な
る
子
ど
も
の
権
利
基
本

法
の
制
定
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
の

問
題
提
起
が
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も

の
総
合
的
権
利
条
例
を
制
定
す
る
自

治
体
も
徐
々
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

町
は
、
深
刻
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ

の
基
本
条
例
制
定
の
方
向
性
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

平
成
28
年
の
議
会
で
、「
現
状

で
は
新
た
に
条
例
の
制
定
は

行
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
、
子
ど
も
が
成
長
し
て
い

く
た
め
の
権
利
を
守
る
こ
と
が
一
層

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
国
の
動
向
に
注
視
し
、
先

進
地
の
現
状
を
確
認
し
て
再
検
討
し

た
い
。

子
ど
も
の
権
利
擁
護
の
た
め

の
第
三
者
機
関
の
設
置
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
権
利
擁
護
体
制

の
整
備
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
は

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
権
利

擁
護
の
た
め
の
第
三
者
機
関
は
設
置

さ
れ
て
い
な
い
。
権
利
条
例
な
ど
と

併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
児
童
相
談
所
な
ど
の
関
係

機
関
と
定
期
的
な
情
報
共
有
会
議
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
県
へ
の
働
き
か

け
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

答

問答

録画中継

問

問

松ま

つ

お

か
岡  

泉
い
ず
み 

子どもの健全な育成のための環境づくり

問

答

子どもの権利条例制定は

方向性を検討したい
健康・こども課長

グラウンドで元気に遊ぶ子どもたち

答

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや⑬ 令和 4年 2月 25 日　第 212 号



配
布
で
き
て
い
な
い
世
帯
へ

の
今
後
の
対
応
は
。

11
月
末
か
ら
配
達
方
法
を
見

直
し
、
日
本
郵
便
の
「
ゆ
う

パ
ッ
ク
」
で
再
度
配
達
を
行
う
よ
う

に
し
て
い
る
。

戸
別
受
信
機
で
の
受
信
情
報

の
種
類
は
。

緊
急
一
斉
放
送
、
一
斉
放
送
、

自
治
区
等
放
送
の
３
種
類
に

区
別
し
て
い
る
。

自
治
区
等
放
送
に
必
要
な
パ

ソ
コ
ン
の
研
修
は
ど
の
よ
う

に
し
た
の
か
。

各
区
よ
り
区
長
と
パ
ソ
コ
ン

操
作
の
で
き
る
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
入
力
・
配
信
・
予
約
方

法
な
ど
の
操
作
研
修
を
行
っ
た
。

自
治
区
で
配
信
す
る
際
に
気

を
付
け
る
点
は
あ
る
の
か
。

区
に
対
す
る
操
作
説
明
会
時

に
、
配
信
に
関
す
る
取
り
扱

い
注
意
事
項
を
説
明
し
て
い
る
。

自
治
区
か
ら
配
信
す
る
パ
ソ

コ
ン
の
管
理
は
。

区
長
や
区
長
が
指
定
す
る
人

に
、
自
宅
な
ど
で
管
理
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

各
世
帯
の
接
続
状
況
確
認
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

戸
別
受
信
機
の
受
信
状
況
の

確
認
は
、
毎
月
10
日
と
25
日

の
午
後
３
時
に
試
験
放
送
を
行
い
、

音
声
と
文
字
を
表
示
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

戸
別
受
信
機
の
稼
働
が
正
常

に
で
き
て
い
る
の
か
確
認
す

る
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

各
区
長
な
ど
に
適
切
に
設
置

さ
れ
て
い
る
の
か
、
回
覧
や

高
齢
者
な
ど
へ
の
確
認
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

広
報
紙
な
ど
で
戸
別
受
信
機

の
特
集
を
掲
載
す
る
予
定
は
。

２
月
号
に
掲
載
し
、
町
民
に

周
知
を
図
り
た
い
。

今
年
度
誕
生
し
た
10
人
の
防

災
士
の
活
用
方
法
は
。

県
の
防
災
士
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
や
町
の
研
修
会
・
避
難

訓
練
へ
の
参
加
を
通
し
、
町
独
自
の

災
害
に
対
す
る
知
識
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
内
容
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
、
各
自
治
区
な
ど
で
活
躍
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

答

問答

問答

問

答

戸別受信機の配布状況・活用

全世帯に配布できたのか

約 86％に配布済み
総務課長

今年度防災士試験に合格された花美坂区の髙田さん

問

防
災
士
資
格
取
得
状
況

本ほ

ん

だ
田  

浩
ひ
ろ
し 

問答問答問答

問問答

答

録画中継

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ⑭令和 4年 2月 25 日　第 212 号
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野
良
猫
の
状
況
把
握
と
野
良

猫
が
増
え
て
い
る
要
因
は
。

特
に
多
い
の
は
芦
屋
港
湾
、

西
浜
、
堂
山
、
柏
原
児
童
公

園
な
ど
で
あ
る
。
野
良
猫
に
餌
を
与

え
る
人
が
い
る
こ
と
や
、
海
に
面
し

て
い
る
た
め
釣
り
客
な
ど
が
餌
や
魚

を
放
置
す
る
こ
と
も
要
因
で
あ
る
。

今
後
、
野
良
猫
を
増
や
さ
な

い
た
め
の
取
り
組
み
は
。

野
良
猫
の
繁
殖
を
抑
え
、
自

然
淘
汰
で
数
を
減
ら
す
目
的

の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
考
え
て
い
る
。
不

妊
手
術
で
、
発
情
の
鳴
き
声
や
尿
の

臭
い
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
ず

は
芦
屋
町
環
境
美
化
推
進
委
員
会

で
支
援
策
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

効
果
を
実
感
で
き
る
期
間
は
。

５
年
経
過
後
か
ら
効
果
が
表

れ
、
減
少
す
る
と
考
え
る
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
は
野
良
猫
を
世

話
す
る
人
が
決
ま
っ
て
い
な

い
。猫
に
餌
を
与
え
て
い
る
人
な
ど
、

地
域
の
理
解
や
協
力
も
必
要
で
は
。

餌
を
与
え
て
い
る
人
に
は
控

え
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
が
、
今
後
は
保
護
猫
活
動
に

協
力
し
て
も
ら
え
な
い
か
話
を
し
て

み
た
い
。
ま
ず
は
試
験
的
に
春
前
ま

で
に
取
り
組
み
た
い
。

委
員
会
に
獣
医
師
な
ど
も
参

加
し
て
も
ら
う
考
え
は
。

本
格
実
施
に
向
け
専
門
家
に

入
っ
て
も
ら
う
と
き
は
、
別
途

委
員
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
る
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
家
庭
に

問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
は
増

え
て
い
る
。
そ
の
後
、
学
習
支
援
の

場
の
開
設
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

課
を
挙
げ
ワ
ク
チ
ン
接
種
業

務
に
従
事
し
た
た
め
、
開
設

に
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
他
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

町
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
を

ど
う
考
え
る
の
か
。

状
況
に
応
じ
て
正
規
職
員
や

会
計
年
度
任
用
職
員
な
ど
の

配
置
で
対
応
し
、
職
員
を
増
や
し
た

中
で
、
質
を
上
げ
業
務
を
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
一
定
期
間
の
外
部

人
材
の
登
用
や
業
務
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
考
え
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は
。

他
自
治
体
の
事
例
の
検
証
と

結
果
を
踏
ま
え
、
町
に
適
し

た
子
ど
も
の
居
場
所
を
検
討
す
る
。

答

問

答

子
ど
も
の
居
場
所

答答問 答問 問

萩は
ぎ

原わ
ら

洋ひ
ろ

子こ

飼い主のいない猫

問問答答問

対策はいつ始めるのか

春前には取り組みたい
環境住宅課長

録画中継

芦屋港湾緑地帯にいる野良猫

問答

注
２

※注２：TNR 活動
　捕獲、不妊・去勢手術し、元の場所に戻すこと

新
年
の
あ
い
さ
つ

12

月

定

例

会

11

月

臨

時

会

３
回
目
接
種
予
算

一
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水
巻
町
は
子
ど
も
医
療
無
料
化

の
対
象
を
18
歳
ま
で
拡
充
し

た
。
芦
屋
町
で
も
コ
ロ
ナ
過
で
苦
し

む
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
に
医
療
費

の
無
料
化
を
行
い
、
子
育
て
支
援
や

定
住
促
進
策
の
強
化
が
必
要
で
は
。

水
巻
町
で
は
自
己
負
担
な
し
の

全
額
無
料
化
に
な
る
と
聞
い
て

い
る
。「
芦
屋
の
子
ど
も
は
芦
屋
で
育

て
る
」
と
の
理
念
の
下
、
子
ど
も
医

療
制
度
改
正
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

水
巻
町
が
拡
充
を
進
め
た
の

は
、
こ
の
施
策
が
北
九
州
市

へ
の
人
口
流
出
を
止
め
、
子
育
て
世

代
の
流
入
を
促
し
、
子
育
て
支
援
の

推
進
と
定
住
促
進
に
有
効
だ
か
ら

だ
。
芦
屋
町
で
も
「
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
を
18
歳
ま
で
の
拡
充
に
踏
み

出
す
」。
こ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
町

長
は
取
る
べ
き
で
な
い
か
。

子
ど
も
医
療
の
拡
充
は
避
け

て
通
れ
な
い
道
だ
と
思
っ
て

い
る
。
令
和
４
年
３
月
の
議
会
の
施

政
方
針
で
述
べ
る
が
、
期
待
に
沿
う

よ
う
に
努
力
す
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
で
は
、
自
治
体
が

脱
炭
素
化
に
向
け
目
標
と
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
芦

屋
町
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

を
策
定
し
、
現
在
は
令
和
７

年
ま
で
の
第
５
期
計
画
に
基
づ
い
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
公
共

施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
基
準
の
平

成
26
年
度
実
績
か
ら
49
・
65
％
削
減

し
、
目
標
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
金
、
資
源
物
回
収
活

動
奨
励
金
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
は
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
設
備
、
定
置
用

蓄
電
シ
ス
テ
ム
、
電
気
自
動
車
充

電
シ
ス
テ
ム
、
電
気
自
動
車
、
省

エ
ネ
ハ
ウ
ス
な
ど
に
上
限
20
万
～

30
万
円
を
補
助
し
、
大
木
町
で
は

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
予
算
を
付

け
て
い
る
。
芦
屋
町
で
も
予
算
の
拡

充
を
行
い
、
住
民
の
意
識
を
広
げ
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
５
年
度
に
計
画
を
策
定

す
る
の
で
、
こ
の
中
で
今
の

提
案
の
内
容
を
議
論
す
る
。

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行

う
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

芦
屋
町
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

北
九
州
市
と
一
緒
に
な
っ
て

脱
炭
素
に
取
り
組
む
。

子ども医療費の拡充

医療費無料化に踏み出せ

期待に沿うよう努力する
町長

平成 22 年 7 月 14 日の豪雨災害の様子（三軒屋地区）

川か
わ
か
み上

誠せ
い
い
ち一

録画中継
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策
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既
存
の
港
湾
横
緑
地
帯
や
海

浜
公
園
に
、
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
の
施
設
導
入
を
考
え
て
み
て
は
。

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
、
海
や
砂
浜

を
生
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

機
能
の
導
入
も
計
画
し
て
い
る
が
、
施

設
整
備
や
機
能
の
導
入
は
全
て
行
政

が
担
う
の
で
は
な
く
、
民
間
に
任
せ
る

考
え
方
が
必
要
と
な
る
。
緑
地
帯
に

は
整
備
が
必
要
な
所
や
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
て
い
な
い
所
も
あ
る
た
め
、「
段

階
的
整
備
」
の
方
針
も
踏
ま
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
精
査
し
て
い
る
。

町
全
体
の
着
地
型
観
光
振
興

を
考
え
て
い
く
上
で
、
港
湾

Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
た
体
験
付
き
モ
ニ
タ
ー

キ
ャ
ン
プ
プ
ラ
ン
な
ど
の
開
催
を
検

討
し
て
は
。

着
地
型
観
光
は
観
光
振
興
と

い
う
視
点
で
非
常
に
重
要
。

芦
屋
港
活
性
化
は
機
運
醸
成
事
業
と

し
て
賑
わ
い
創
出
や
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
着
地
型
観
光

は
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
キ
ャ
ン
プ
や

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
と
い
う
ア
イ
デ
ア

も
出
て
お
り
、
実
現
性
を
精
査
し
、

町
全
体
の
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
む
。
ま
た
、
港
湾
の
中
は

現
在
利
用
で
き
る
箇
所
も
あ
る
た
め
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

今
後
の
観
光
振
興
や
着
地
型

観
光
へ
の
取
り
組
み
は
。

芦
屋
町
の
海
を
生
か
し
、
全

て
の
こ
と
を
網
羅
し
て
方
向

性
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

県
の
金
色
認
証
マ
ー
ク
取
得

の
あ
っ
せ
ん
な
ど
で
、
さ
ら

な
る
感
染
対
策
の
啓
発
は
。

金
色
認
証
マ
ー
ク
の
取
得
は
、

お
客
様
の
受
け
入
れ
や
支
援

対
象
な
ど
の
条
件
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
店
舗
へ

チ
ラ
シ
の
再
配
布
な
ど
に
よ
り
周
知

や
申
請
の
呼
び
掛
け
を
続
け
、
認
証

店
舗
が
増
加
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

続
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、
積

極
的
に
認
証
店
を
増
や
す
考
え
は
。

認
証
店
舗
の
増
加
は
町
外
か

ら
の
来
訪
を
促
し
、
観
光
振

興
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
で
の
集
客
対
策
と
し
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
制
度
の
周
知
と
併

せ
、
商
工
会
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓
口
の

活
用
等
に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
認
証
店
舗
が
増
え
る
よ
う

取
り
組
む
。

将
来
を
見
据
え
た

商
工
業
の
支
援
と
振
興

将来 (with コロナ ) を見据えた観光振興

海の見えるキャンプ場を

芦屋は海、ご安心を
町長

長な
が
し
ま
島  

毅
つ
よ
し 

12 月に行われたオートキャンプイベント（海浜公園駐車場）

録画中継
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地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
の
改

正
は
、
二
酸
化
炭
素
実
質
ゼ

ロ
の
実
現
に
国
民
や
事
業
者
の
理
解

と
協
力
が
前
提
で
あ
る
こ
と
を
明
示

し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
の
町
内
の

産
業
、
家
庭
、
運
輸
部
門
な
ど
町
内

全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
は
。

ま
た
、
そ
の
う
ち
役
場
等
公
共
施
設

の
ガ
ス
総
排
出
量
が
占
め
る
割
合
は
。

町
全
体
の
排
出
量
は
６
万

１
０
０
０
ト
ン
。
公
共
施
設
等

の
排
出
量
は
２
６
０
０
ト
ン
で
、
町

内
全
体
は
４
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

95
％
は
公
共
施
設
等
以
外
の

排
出
量
で
あ
り
、
町
内
全
体

の
温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減
の
実
現

は
到
底
お
ぼ
つ
か
な
い
。
具
体
的
施

策
を
検
討
し
、
町
全
体
で
排
出
量
を

削
減
で
き
る
よ
う
全
町
挙
げ
て
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
芦
屋
町
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
推
進
体
制

の
メ
ン
バ
ー
は
役
場
職
員
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
宣
言
し
た
大
木
町
、
篠
栗
町
な
ど

の
先
進
自
治
体
は
条
例
を
制
定
し
、

学
識
経
験
者
、
事
業
者
、
環
境
関
係

者
、
住
民
代
表
に
よ
る
第
三
者
評
価

委
員
会
を
設
置
し
て
協
議
し
て
い

る
。
町
ぐ
る
み
で
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
の
た
め
の
協
議
会
を
設
置
す

る
か
、
ま
た
は
条
例
を
制
定
し
て
、

そ
の
中
で
検
討
し
て
は
。

芦
屋
町
環
境
基
本
計
画
の
中

に
環
境
審
議
会
が
あ
る
。
議

員
の
考
え
の
内
容
は
、
環
境
審
議
会

に
諮
っ
て
進
め
て
い
く
と
い
う
や
り

方
も
あ
る
の
で
、
今
後
考
え
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
５
年
の
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

国
際
目
標
で
17
項
目
あ
る
。
地
球
上

の
誰
１
人
取
り
残
さ
な
い
、
持
続
可

能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会

を
目
指
し
て
お
り
、
日
本
政
府
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い

る
。
芦
屋
町
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に

基
づ
き
、
歴
史
・
文
化
遺
産
の
保
護

や
文
化
財
の
情
報
発
信
、
豊
か
な
自

然
環
境
の
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、持
続
可
能
な
社
会
の
「
つ

く
り
手
」
と
し
て
小
中
学
校
の
子
ど

も
た
ち
の
資
質
・
能
力
の
向
上
や
社

会
教
育
で
の
実
践
に
ま
つ
こ
と
が
大

き
い
。
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
の
体
験
学
習
が
重
要
で

あ
る
。
自
然
に
対
す
る
畏い

け

い敬
の
念
を

培
う
こ
と
で
、
持
続
可
能
で
多
様
性

と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
を
目
指
す
こ

と
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

そ
の
よ
う
な
気
構
え
を
持
ち
、

責
任
あ
る
行
動
が
で
き
る
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
。

答問 問

問 答

子どもの未来のための環境対策

協議会や条例の設置は

環境審議会に諮る
環境住宅課長
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議会の活動を報告します

　町職員と共に清掃ボランティアに参加しました。
道路にはポイ捨てされているゴミがあり、きれいな

町づくりにはお互いが気を付けてゴミを捨てない行

動と気持ちが大切だと感じました。清掃ボランティ

アは年２回行っています。次回はゴミが減っている

ことを期待しています。

清掃ボランティア 11 月 27 日（土）

次回の定例会は３月３日開会予定

議会を傍聴してみませんか？ 議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧

ください。なお、配信は本会議終了から

７日後（土日祝日のぞく）になります。

録画中継ページ

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。また、

本会議は役場１階ロビーでライブ中継をしています。
※ 日程は変更になる場合があります。傍聴を希望する場合は議会

事務局にお問い合わせください。　（℡ 223-3579）

※新型コロナウイルス感染症の今後の状況によっては、傍聴をお

　断りする可能性がありますので、ご了承ください。 録画中継で見た表決の様子

アドバイスを議会だより作成に生かす
　11 月 18 日（木）、議会広報委員会で町村議会
広報研修会に参加しました。

　演題：議会広報クリニック
　　　　住民に信頼・共感される議会広報づくり

　講師：吉村　潔　氏

　今年は表紙に加え、中面も磨きがかかった
と評価され、本当にうれしく感じています。

　住民参加型の特集記事や、一般質問などに

写真を活用する手法は住民の理解を助けてい

ると評価されました。改善点としてレイアウ

トや議会の監視機能、政策広報にも力を入れ

るようアドバイスがありました。

　今後もアドバイスを生かし、さらに手に

取って読みたくなるような紙面作りや住民参

画の議会だよりを目指します。

クリニックの評価
写真はピカイチ！
目次をもっと読み
やすくするよう、
アドバイスをもら
いました。
今号から早速変更
しています。

広報づくりの講演
手に取り、中を開き
たくなる表紙の例と
して「議会だよりあ
しや第 208 号」が
紹介されました。

208 号
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町かど

し
め
縄
作
り
を
教
え
る

　
　
国
﨑
　
重
太
さ
ん

い
つ
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
教

え
て
い
ま
す
か
？

私
は
16
年
前
か
ら
教
え
て
い

ま
す
。
以
前
は
有
志
５
～
６

人
で
し
た
が
、
私
が
代
表
を
引
き
継

い
で
か
ら
は
山
鹿
地
区
の
老
人
会
10

人
程
度
で
教
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
活
動
を
続
け
て
い

る
の
で
す
か
？

昔
は
農
家
が
多
く
、
自
分
た

ち
で
し
め
縄
を
作
っ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
農
家
も
減
り
藁わ
ら

が

手
に
入
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
買
っ
た
物
も
い
い
で
す
が
、
手
作

り
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
伝
統
を
守
る
た
め
、
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
し
め
縄
作
り
に
参
加
し
て
ど

う
で
し
た
か
？

初
め
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
藁
を
な

う
手
の
動
き
が
身
に
付
い
た
感
じ
が

し
て
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
人
が
優
し
く
分
か
り
や
す

く
教
え
て
く
れ
て
、
と
て
も
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
に
は
元
気

な
人
々
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
自

分
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
は

あ
っ
た
け
ど
、
違
う
作
り

方
で
面
白
か
っ
た
で
す
。

子どもたちに教えている国﨑さん

インタビュー

～伝統を受け継ぎ、　　　　　の良さを子どもたちへ～

Ｑ

海

芦
屋
町
で
の
思
い
出
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

小
さ
い
頃
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
好
き

で
、
友
達
と
自
然
を
生
か
し
た
遊
び

を
し
て
い
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
か
ら
今

も
、
海
岸
や
夏
井
ヶ
浜
は
ま
ゆ
う
公
園
に

行
き
海
や
夕
日
を
見
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
芦
屋
町
に
期
待
す
る

事
は
？

芦
屋
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
住
民
へ
の

サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
町
外
の
人
を
も
っ
と
呼
び
込
め
る
よ

う
な
取
り
組
み
が
も
う
少
し
あ
れ
ば
、
町

の
魅
力
が
よ
り
広
ま
る
と
思
い
ま
す
。

～大人になった今でも芦屋の　　が好き～

ＱＡＱＡ

ＡＱＡ

ＱＡ
濱小路さん

Ａ
木原さん

新
成
人松

尾
　
明
日
香
さ
ん

手作り

濱
小
路
　
明
己
さ
ん

し
め
縄
作
り
を
体
験
し
た

木
原
　
真
央
さ
ん

議
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福
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記

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
辻
本
　
一
夫

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
萩
原
　
洋
子
　

　
副
委
員
長
　
信
国
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
長
島
　
　
毅

　
委
　
員
　
　
中
西
　
智
昭

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
で
は
撮
影

の
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は

「
立
っ
た
ま
ま
の
目
線
で
撮

ら
な
い
こ
と
」
で
す
。

　
時
に
は
脚
立
を
使
っ
て

高
い
位
置
や
寝
転
ん
で
地

面
か
ら
も
撮
影
し
、
常
に

一
番
良
い
ア
ン
グ
ル
を
探

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
、

ぜ
ひ
ト・

・ラ
（
寅
）
イ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

長
島
　
毅撮影中の長島毅議員

　お正月に欠かせないしめ縄。手作りのしめ縄の良さを教え

るべく、山鹿小学校の５年生に教えに来ていた国﨑さんと体

験した子どもたちにインタビューしたっちゃ。

　また、表紙の新成人、松尾さんにも話を聞いたっちゃ。
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